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【
う
ら
へ
続
く
】

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ　

Ｒ
＆
Ｄ
フ
ォ

ー
ラ
ム
開
催
（
16
～
18

日
）。「
今
回
も
オ
ン
ラ
イ

ン
の
開
催
だ
っ
た
」「
２
つ

の
基
調
講
演
と
３
つ
の
特

別
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
96
の
展

示
が
あ
っ
た
」「
ラ
イ
ブ
展

示
も
４
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
行
わ
れ
た
」「
島
田
社
長

は
、
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
の
第

１
弾
と
し
て
来
年
３
月
に

遠
隔
医
療
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
す
る
と
発
表
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

研
究
所
の
組
織
見
直
し
。

「
人
間
情
報
研
究
所
、コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
＆
デ
ー
タ
サ
イ

大
軍
拡
で
な
く 
９
条
を
持
つ
国
の
平
和
外
交
を

エ
ン
ス
研
究
所
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
移
転
が
行
わ
れ

る
」「
田
町
か
ら
品
川
に
移

る
」「
12
月
か
ら
開
始
し
、

来
年
９
月
で
完
了
予
定
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
ア
マ
ゾ
ン
が
約
１
万

人
の
大
量
解
雇
計
画
を
発

表
（
14
日
）。「
全
社
員
の

約
３
％
に
当
た
る
と
い

う
」「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

メ
タ
で
も
全
体
の
13
％
に

当
た
る
１
万
１
０
０
０
人

　

日
本
共
産
党
は
10
日
、

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
と

営
業
を
守
る
緊
急
提
案
を

発
表
し
ま
し
た
。
冷
た
く

弱
い
経
済
を
、
や
さ
し
く

強
い
経
済
へ
と
大
本
か
ら

改
革
す
る
提
案
で
す
。
賃

上
げ
を
軸
に
実
体
経
済
を

立
て
直
す

－

と
り
わ
け
内

需
を
活
発
に
す
る
施
策
に

物
価
高
騰
も
う
限
界

暮
ら
し
と
経
済
立
て
直
そ
う

　  

日
本
共
産
党
が
緊
急
提
案

力
を
入
れ
ま
す
。

　

提
案
の
柱
は
４
つ
（
別

項
）。大
企
業
の
内
部
留
保

に
時
限
的
に
課
税
。
10
兆

円
の
税
収
を
中
小
企
業
の

賃
上
げ
支
援
に
あ
て
、
最

低
賃
金
を
１
５
０
０
円
に

引
き
上
げ
る
な
ど
を
提
案
。

　

中
小
・
小
規
模
事
業
者

を
つ
ぶ
さ
な
い
た
め
①
コ

ロ
ナ
対
策
融
資
と
別
枠
に

新
規
融
資
の
拡
充
②
「
地

域
経
済
再
生
給
付
金
」
の

創
設
で
直
接
支
援

－

な
ど

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

提
案
は
全
体
で
27
兆
円

規
模
。
恒
久
的
財
源
が
必

要
な
20
兆
円
程
度
は
富
裕

層
と
大
企
業
に
応
分
の
負

担
を
求
め
、
2
兆
円
は
内

部
留
保
課
税
、
５
兆
円
は

国
債
発
行
で
ま
か
な
い
ま

す
。

　
　
　
緊
急
提
案
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

　
賃
上
げ
を
軸
に
内
需
を
活
発
に
し
て
実
体
経
済
を

立
て
直
す

１
、
働
く
人
が
豊
か
に
な
っ
て
こ
そ
、
経
済
も
強
く

　
　

な
る
…
賃
上
げ
を
実
現
す
る
緊
急
で
効
果
の
あ

　
　

る
対
策
を

２
、
消
費
税
の
緊
急
減
税
、
物
価
高
騰
の
中
だ
か
ら

　
　

こ
そ
、
社
会
保
障
と
教
育
の
負
担
軽
減
を

３
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
つ
ぶ
さ
な
い
―

　
　

大
量
倒
産
・
廃
業
の
危
機
を
打
開
す
る
本
格
的

　
　

な
支
援
策
を

４
、
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
向
上
―
国
民
生

　
　

活
と
経
済
の
安
定
の
た
め
に
も
、
食
料
危
機
・

　
　

気
候
危
機
打
開
と
い
う
人
類
的
課
題
の
た
め
に
も

　
富
裕
層
・
大
企
業
に
応
分
の
負
担
を
求
め
、
暮
ら

し
も
経
済
も
押
し
つ
ぶ
す
大
軍
拡
を
や
め
る
―
財
源

に
つ
い
て
の
日
本
共
産
党
の
立
場

気候変動止めよう

不名誉な「化石賞」
　　日本が単独受賞

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
で
気
候
変
動

に
最
悪
の
貢
献
を
し
た
国

に
与
え
る
「
化
石
賞
」
を

日
本
が
単
独
受
賞
し
ま
し

た
。
受
賞
の
理
由
は
、
日

本
が
、
化
石
燃
料
に
対
す

る
世
界
最
大
の
公
的
資
金

提
供
国
で
あ
り
、
２
０
１

９
年
か
ら
21
年
に
年
間
平

均
で
１
０
６
億
ド
ル
を
拠

出
し
た
こ
と
で
す
。

　

日
本
政
府
は
、
石
炭
火

力
に
ア
ン
モ
ニ
ア
や
水
素

を
混
焼
す
る
な
ど
誤
っ
た

解
決
策
を
推
進
。「
日
本
の

公
的
資
金
は
、
化
石
燃
料

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
流
れ
込

ん
で
い
る
」
と
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

超
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
約
半

数
の
３
７
０
０
人
程
度
を

削
減
し
た
」「
企
業
だ
け
の

都
合
で
一
方
的
な
解
雇
は

ヒ
ド
イ
」「
日
本
の
労
働
法

で
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
。「
15
日
、ポ
ー

ラ
ン
ド
領
内
に
ミ
サ
イ
ル

が
着
弾
し
２
名
が
死
亡
し

た
」「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
よ
る
迎
撃
弾
の
可

能
性
を
指
摘
し
た
」「
国
連

安
保
理
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
大

使
は
『
責
任
は
ロ
シ
ア
に

付
近
で
は
今
回
の
よ
う
な

危
険
は
指
摘
さ
れ
て
き

た
」「
ロ
シ
ア
は
侵
略
を
や

め
撤
兵
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
朝
鮮
が
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｂ
級

の
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
（
18

日
）。「
北
海
道
沖
の
Ｅ
Ｅ

Ｚ
内
に
落
下
し
た
」「
船
舶

な
ど
に
被
害
が
お
よ
び
か

ね
な
い
危
険
な
行
為
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
全
国
の
感
染
者
が
10
万

人
を
超
え
た
」「
専
門
家
は

第
８
波
の
入
り
口
に
さ
し

か
か
っ
て
い
る
と
の
見
解

を
示
し
た
」「
東
京
都
は
警

戒
レ
ベ
ル
を
３
に
上
げ

た
」　

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
庭
の
サ
ザ
ン
カ
に
ひ

よ
ど
り
が
来
て
花
を
つ
つ

い
て
い
た
」「
こ
の
時
期
は

花
が
少
な
い
か
ら
小
鳥
た

ち
に
と
っ
て
貴
重
だ
」

　　武蔵野市平和の日イベント
　　　武蔵野の空襲パネル展
　11 月 24 日（木）～ 30 日（水）

　　　　　午前８：30 ～午後 5：00
武蔵野市役所　１階ロビー
主催：武蔵野市非核都市宣言平和事業実行委員会・武
蔵野市 / 協力：武蔵野の空襲と戦争遺跡を記録する会

　
「
毎
日
」
７
日
付
は
、統

一
協
会
創
始
者
の
文
鮮
明

が
１
９
８
９
年
に
韓
国
で

行
っ
た
説
教
で
、「
日
本
の

国
会
に
教
会
を
つ
く
る
」

「
国
会
議
員
の
秘
書
を
輩

出
す
る
」
た
め
、「
自
民
党

の
安
倍
派
な
ど
を
中
心
と

し
て
」、そ
う
し
た
議
員
た

ち
の
数
を
徐
々
に
増
や
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

統
一
協
会
・

文
鮮
明
発
言
の

調
査
を

　「
自
民
全
体
の
疑
惑
だ
」

い
な
ど
と
発
言
し
て
い
た

こ
と
を
報
道
。

　

日
本
共
産
党
の
田
村
貴

昭
議
員
は
国
会
で
こ
の
発

言
を
取
り
上
げ
、「
自
民
党

と
統
一
協
会
の
抜
き
差
し

な
ら
ぬ
深
い
関
係
性
を
一

方
の
当
事
者
が
隠
す
こ
と

な
く
語
っ
た
き
わ
め
て
重

大
な
発
言
だ
。
も
は
や
議

員
個
々
の
関
与
と
は
次
元

の
異
な
る
自
民
党
全
体
の

疑
惑
だ
」
と
主
張
、
徹
底

的
な
調
査
を
要
求
し
ま
し

た
。

0.2
％
の
大
企
業
に
内
部
留
保
の
56
％
集
中

賃
上
げ
で
経
済
の
好
循
環
を
つ
く
り
出
せ

　

財
務
省
の
「
法
人
企

業
統
計
」
に
よ
る
と

２
０
２
１
年
度
の
全
規

模
・
全
産
業
の
内
部
留

保
は
２
９
５
万
９
５
９

２
社
、８
５
６
・
９
兆
円

で
す
。
そ
の
う
ち
資
本

金
規
模
が
調
査
区
分
上

も
っ
と
も
大
き
い
10
億

円
以
上
に
属
す
る
の
は

５
６
３
７
社
、
内
部
留

保
は
４
８
４
・
３
兆
円

で
し
た
。
わ
ず
か
０
・

を
保
有
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

内
部
留
保
を
極
端
に
保

有
し
て
い
る
一
握
り
の
大

企
業
に
は
賃
上
げ
の
先
頭

に
立
ち
、
消
費
を
底
上
げ

す
る
こ
と
で
、
日
本
経
済

の
好
循
環
を
つ
く
り
出
す

責
任
が
あ
り
ま
す
。

２
％
程
度
の
大
企
業
が

56
・
５
％
も
の
内
部
留
保

アメリカの対中戦略いいなり
の岸田政権
　　経済ひずみ招く危険

　

財
務
省
「
貿
易
統
計
」

に
よ
る
と
、
第
２
次
世
界

大
戦
後
、
日
本
の
最
大
の

貿
易
相
手
国
は
長
ら
く
ア

メ
リ
カ
で
し
た
。
現
在
は

ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
中
国

が
最
大
の
貿
易
相
手
国
で

す
（
図
）。
と
く
に
、日
本

は
部
品
輸
入
の
37
％
（
21

年
）
を
中
国
に
頼
っ
て
い

ま
す
。

　

岸
田
政
権
は
米
中
対
立

を
受
け
、
経
済
安
全
保
障

の
推
進
を
政
策
の
柱
に
す

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
米
国
の
対
中
戦
略

に
強
制
的
に
引
き
ず
ら
れ

る
危
険
が
増
し
て
い
ま
す
。

あ
る
』
と
発
言
し
た
」

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
国
境

日
中
の
経
済
が
高
水
準
に

相
互
浸
透
を
し
て
い
る
な

か
、
対
中
関
係
を
規
制
・

抑
制
・
制
限
し
て
い
く
こ

と
は
、
日
中
経
済
関
係
に

大
い
な
る
ひ
ず
み
を
き
た

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。


